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4 月  2 日

1。 西 ,本 j勝 スと (日りにI)An appl■ cat■on of NishimOtO's fracttЮnal
di fFer■ntegrat■ On tO the s01ution OF Legendre's

o■fFerential equat■ On(特 にKo B。 01dham & 」。spanier 及 び
Mo A.Al―Basまmの 取扱との比較 )

著者は先にC a u c h y―Go u r s a  tの定理を拡張して函数 /(z )の fr a c t i O n a l  o r dё r ν

のdi  f F e r■nt e g r a t■。n F、を,

/ν■ёん0=キ 繹 :夜等 ldζ隊 ]腫 」「1爺 鳳 血 ]
えA=〕主ヽ cん(Z)〔FOr ν-0

とtノ[ただし:ガ(ζ)はregular functiOn, cはintegral curveで―″≦arg(ζ
―Z)≦ π fo r  c ( C u t旦 ―点zと点―∞ +il m ( z )と を結ぶ直線 ― に沿うint e g r a l

curve)l o≦arg(ζ―z)≦2π for♀(CIt♀~点 zと点∞+ilm(z)とを結ぶ直線
―に沿うintegral curve)], Cの上および内部に/(ζ)のbranch pointがないと
き,

/ン (ν>° )は fra c t i O n a l  d e r i v a t i v o  o f  o r o e r  ν ,

/ン (ν<0)は fra c t i o n a l  i n t e g r a l  o f  O r d e r  lν l,

のように定義した。 この定義をLoge n d r e 'も  Di f f e r e n t i a l  E q u a t i o nの so l u t i o n

に応用した結果について報告し,特 にK . B o  o l d h a m &」 . s p a n i e rの 取扱い,並 びに M .

A . A l― B a s s a mの 取扱いと比較する。

2。 西 :本 ′勝 ,と (日ラにユ1)On a property of the regular func衝 めn

著者は先に Cauc h y― Gou r s a tの 定理を拡張して函数/(z)の fra c t■ Ona 1  0 r d e rの

dif f e r i n t e g r a t■ ohを 定義したが, この定義より得 られるRegu l a r  F u n c t■ onの

性質について報告する。
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定理 1./(Z)は cん が収束す
るclasSの regular funCtiOnで , C=1旦 ,♀

Iの

上および内部に/(Z)のbranCh p9■ntが存在しないならば,

「i』覇
れ°¬認|マL←舞Fい冨<"°

≦→= 'メ →=  で
(ν+1)「 (―ν)

a=π,―Sign for C=2,

a=0, +S■gn fOr C=♀.

定理 2.定 理 1に おいて特に ν<0(ν 半
―n, n=integer≧ 0) な らば,

卓(11:hギ①d角ゴ野‰ら°dζ     :

3。 西  本  勝  2 (日 大I) On the solution 9f fraCtiOnal order's

differential equation of type Wν (Z)+λ W(Z)= 0

F r a c t i o n a l  o r d e r  ν ( r e a l )を 持つ方程式

wν(Z)+λW(Z)=0   〔 λ: COnst.〕    (1)

の s o l u t i o nに ついて報告する。ただし

wソ(Z)=6wν(Z)=Nνw(Z)

wヾ=Ψ J滞 に,C={9♀}
すなわち Nνは Ni s h i m o t oの  f r a C t i O n a l  o r d e rの di f f e r i n t e g r a t i o n  の

op e r a t o r .  し たが って (1)は

ti o n  f o r   ν >0 ,d i f f e r e n t i a l  e q u a

f o r   ν <0 .i n t e g r a l  e q u a t i o n

は(1 )θD g e n e r a l  S O l u t i o n
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1

W(Z)=進OBk eZ{λ
ei(π+2kl)}ν  〔for all ν〕,

ただしmは νに応じて決まる。

4。 村  井 隆 文 (名 大理 )On the cluster sets and the disuibu・ LOn

oF values of randOm Tay10r ser■ es

Ω= 0 , B ,ρ 】まΩ
tt J n ( J n =⑩

ュ)X⑩ ュ)n =乾 …)上 に自黛 こ入る確率空間,

X=(Xn漂 ≧1は Ω 上の独立変数列で,Xnが Jnか ら自然に定義された,複 素数値正規分布 (平

均 0,分 散 1)な るものとする。 1つの random Tay10r series fx(z)=Σ  Xnan2n

と単位円内の集合Eに対して, c(fx,E)は 次の様に定義される。 1つの要素ω∈Ωに対して,

C(fx(ω),E)は fxO)の Eに添う集積値集合である。すなわち,c(fx(ω),E)=la∈O;

高響LとP(ω)(Z)―a卜o},にこにO=c u 100}でありa=∞の場合彎」留卜1ま(の(Z)ト
+OOをとる)。今回の論文は,簡単なEに対して `いつ c(fx,E)=Ca.s。 となるか?, いつ

C(fx,E)=|"}ae s.となるか?'と言うことを考える。これは`すべてのEに対して,
C(fx,E)=ea.s.又 は, C(fx,E)={∞ la,sで ぁるか ?'と 言う, Kahane,」 .P.に よ

る問題に由来してお り,彼 の結果 (Series de Taylor gaussiennes dans le

disque un■t6,Proceeding of cOnference on analytic Function島

E r e v a n , 1 9 6 5 , 1 5 6 - 1 7 6 )を おお う。

5。 窪 田 佳 尚 (東京学芸大)CO e f f i C i e n t s  o f  m e r o m o r p h i c

func t■ons

1 < l z 1  4 0 0で 正則単葉な関数

g(Z)=z+冨」L
n = l  Z n

の逆関数を
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G(Z)=Z+
∞
Σ
日

C n

Z n

とおくとユ 応 |= h l≦ L同 =同 ≦
:湖

られてい礼 S… "」 灘 9 H年

の論文で I C31≦1を 証明し,奇 数番目の係数
に対して予想

晰 ¬ |≦   ( n = L a… )

を述べている。ここでは, n=3,4,5の 場合にこの予想を肯定的に証明できることを報告す
る :

定理. l C51≦2, I C71≦ 5, I C91≦ 14.等 号
は z+二 」 の逆関数に対してのみ成 り立つ。

Z

証明には,GrunSky不 等式と Golusin不 等式
を併用する。

6 .中 村  忠 (川崎医大)・ 山 崎 稀 嗣 (岡山大
工)

限 ネツトワ
ニクの極値的長さについて

局所有限でない無

Gを 連絡な有向無限グラフ, Gの 点,有 向線分の集合をX, Y,χ
∈Xと γ∈Yの 結合関数をK(χ,

7)と する。Gと Y上 の正の実数値関数の組 (G,r)を 無限ネットワ
ークとよぶ。Gが 局所有限

のとき,(D互 いに素な空でないXの 有限部分集合 A, Bの 間
の極値的距離 EL(A,B)と 極値的巾

EW(A,B)の 逆数関係,(2)Xの有限部分集合 Aと (G, r)の 理想境700と
の間の EL(A,00)

とEW(A,∞ )の逆数関係,0)(G, r)の 近似列 {<Xn,Yn>}(A⊂ xl)に 対し,EL(九

x― xn)→ EL(A,∞ ), EW(A, X― Xn)→ EW(A,OO)(n→
∞ )が 成立する。ここで

は, Gが 局所有限でなくても, 0は 成立する,② と0は I E I J条件
:是
予
(γ戸
1 1 K (χ

, 7 ) | <∞

(∀χ∈X)の 下で成立するが,正 則条件なしでは
一般に成立しないことを報告する。

7。 長 坂 行 雄 (北大理 )Gr o s sの 定理 について

有理型函数の逆函数についてのGrossの 定理にでてくる星状領域の特異半直線
の偏角の集合は,

測度0よりも小さい集合か(たとみば容量0か )という問題に対して倉持先生
による次の結果があ

る。

〔0, 2π 〕上の測度 0な る任意の disCreteな Fσ 集合 Fに 対して Fを 特異半直線の偏角

の集合 とする星状領域Ω がつくられてΩ を星状領域にもつw平 面上
の被覆面で0夕 に含まれる種



数 0の Riemann面 を作ることができる。ここで Fσ 集合 Fが discreteで ぁるとは, F=

ョ
Fn(Fnは 閉集合で d(Fn,F― Fn)>o)と 表わされることでぁる。

この講演では,上 の結果の中で discrete なる条件は取ることができることを示す。

8.戸 田 暢 茂 (名大教養)零 点の重複度と一次関係

/=(4,¨ ・,氏 )(n≧ 2)を lzl<∞ での超越的な函数系, λを死,¨
。,え の間のё上

の独車な 1次関係の最大個数,Xを 九 , 
。̈,」亀 のC上 の 1次結合 (幸 0)で

一
般位置にあるもの

の集まり, m(F)をFqの 零点の重複度あ最小数とする。|のとき,「x内に, F!,・・・,Fn Fk―Fl
(1≦ k≦ n-1)が あって

|)δ (F iO)=1な る 1≦ ∃iO≦ n+1;

‖,1/m(Fn+1+j)+宣1ん(F⇒<1/n(j=1,∵ちk)
をみたしてぃたら,

イ)λ ≧k;

→k=n‐のと瓢λ=n‐■ILィ旦1はnlづつの2つの細こ分かれ蘊での
任意の 2元 の比は定数」

を得る。 ( c a r t a n : M a t h e m a t i c a  7 ( 1 9 3 3 ) ;  F u j  i m o t O : J . M o  s . J。 2 6 ( 1 9 7 4 ) ,

T h。 6 . 5  参 照 )

9. :米 t 俗卜 致[ 勇:(1反 メ:I) some remarks on an extremal problem

for boundё d analyt■ c Functions

リーマン面R上 で次の極値問題を考える。 ABa(R)は R上 絶対値が 1以 下, 点 aで 零となる有

界正則函数の族とし, s(b)=sup{Re/メ b),氏 ∈
IBa(R)lと おぃて, s(b)=氏 (b)な る

A Ba(R)に 属する函数氏 をこの極値問題の解と呼が。 種 数有限な面に於いてはこの解几 の
一

意性と境界挙動について詳しく論じられている。

一般のリニマン面に於いて同様の結果が成立するか否かを考える。任意の面Rの 極値問題は適当

な AB-33分 離な面軍0(即 Vp,q∈ ROに 対し
ヨ
/,g∈ AB(RO)s.t//g(p)+//g(o)

に辱着されることに注意して, ROの 点 bが ある有界正則函数 gに よって境界と分離される(即 ち



Rnを ROの 正則江似列として O g(RO―
Rn)め g(b))な らば 氏 は

一意である。 又 ROの 各点

が有界正則函数によって境界と分離され
るならば 氏 は有界

正則函数族に対するシロフ境界上で絶

対値 1を とる。これらは境界近傍で有界な挙動
を持つ有理型函数の存在と結びついている。

lo。吹 田 信 之 (東工大理)

Qi一keng conj ecture

山 田  陽 (東工大理) On the Lu

Ωを有限な開リーマン面とする。ノルム有限な正則微分の
つくるヒルベルト空間の Bergman

kernelを K(Z,■ ), z,taと かく。K(Z,t)が
Ω 内に零点をもつか? という問題は

SkwarZynskiに より,Ω に関するLu Qi― keng予 想と呼ばれ, 彼およ
び Rosenthal

により円環の場合に適当なtに対し零点が存在することが証明さ
れている。ここでは種数 p,境 界

成分n個の有限な開 リ
ーマン面について,適 当な tに対してつねにn+2p-1個

め零点が存在す

る‐ことを示す。

‖ :瀬 り‖ 重 男 (大同工大)・ 中 井 三 留 (名手大)T6ki C O V e r i n g

surface of an arbitrary open Riemann Surface

開 リーマン面Rの被覆面 (R, R,π )で次の 4性質をも
つものを考える : 1)無 限葉 ;2)非

有界 ; 3)分岐点の射影がR内孤立 ; 4)HB(R)=HB(R)Oπ .有 名な遠木先生の例に因んで,

この様な(7,R,π )をR?遠 木被覆面と呼ぶことにする。報告したい主要結果は

定理.任意の開リーマン面に対し常にその遠木被覆面が少なくとも
一つは存在する。

この結果の種々の応用について述べたい。例えば,Rの X調 和次元 (正規イ
ヒされた HX― 極小元

の集合の濃度≦XO)を χ(R)(X=B,D,D:χ
=b,d,d )と するとき,開 リ

ーマン面族から

可算濃度の二つぞろぃの集合への写像 :R→ (b(R), d(R),d■
R))の値域が決定できる。

12。 柴  雅 和 (京大理)Abelの 定理 とその
一般イヒについて

Rを 開Riemann面 , ∂ Rを その理想境界とする。Rの 整係数 1次元相対 homology群
を
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Hi(R/∂ 早)で示す。 R′を別の Riemann面 , Hl(R′)を R′の整係数 1次元 homo10gy群

とする。よく知 られてぃるように,解 析写像 /:R→ R′は準同型 九卜:Hl(R/∂ R)→ Hl(R′)
を indu9eす る。しかしながら,任 意に与えられた準同型 η:Hl(R/∂ R)→ H,(R′)を

induceす る解析写像/:R→ R′の存在は主張できない。

R′=O―{a,bl, a+bの場合には, ηに対してム=ηとなる/があるための条件が,
Abelの 定理によって与えられる。 R′が種数 1の 閉 Riemann tt Tの 場合に も〔Rの 種数が無

限の時にはηに比較的緩やかな付帯条件を要請すれば〕,必 要十分条件が得 られる。しか もその際

/が ∂Rの 近傍でみせ るγふるまし` 1も 記述可能である。ここで得 られた条件が通常の Abelの 定

理 と同様の性格をもつことは,容 易に看取 される。

なお上に言及 したAbelの 定理については, Kusunokiぉ ょびweylの 書物を参照されたぃ。

13。松 井 邦 光 (同志社大工)

収東定理について

リーマン面の倉持完備化とアーベル微分の

R:開 リーマン面,R*:倉 持完備化,△ =Rす―R,△ i:△ の孤立境界成分, P∈△1が′〔1〕
ヨup setoPの 近傍で Up∩ △1が tOpo10gicalarc, 〔 力〕

ヨ
Iwn}:Wnは Pの導結近傍

で,(イ )∂IWn∩ R}={R上 一つの arcl,(口 )Wn↓ P, oつ てwn(P)=Ovnを 満す時 Pは

border typeの 境界点という。次に {△ i}:=1を k個 の弧立境界成分,△ 0=△ ―u△i,

{DilI=1は 各々Rの 領域で 〔1〕5i∩ △j=φ , Di∩ △0=φ ,5i∩ 5j=φ  fOr i+j,

〔2〕■ ∩△i=乙 幸φは連結閉集合で△i-7i=β iは連結開集合  〔 3〕∂Di: 一 つの

analytic arc set.∂ Di∩ △i={異 なる2点 }とする。 〔定理〕各 iに対し万i∩ユ
={2個のborder typeの点}なら〔1〕Иp={λ∈И hse(R),∫Aj,Bj λ∈Lj,
Im zkλ∈「hO(α k,R), Imttk λ ∈ FhO(β l,R)For∀ k, IPttλ ∈Fh。(△0,R)|一

但し {Lj}は 原点を通 る複素平面上の直線族― は柴氏の挙動空間で,〔 2〕{Di}よ り作ったあ

る近似 {Ωn}と 島 上のある挙動空間Иpnに 対し/Pn→ Иp,ie,/pn(夫 々″p)挙 動の柴の

アベ早ル核ψn(夫々9)は9n→ 9,広 義一様on R,〔 3〕Rの種数 gな らRを リーマン球面に高々

g+1葉 に写すИp一挙動の楠タイプの有理型函数が存在する。猶上のτwn(p)は倉持のWnに関
す る Pの l o c a l  c a p a c i t yを 示 す。
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14。渡 辺  治 (愛知教育大)開 Riemann面上
の双対定理についての

一注意

開Riemann面 上の Riemann― RoChの 定
理に関係した次の定理を示す。Wを 開Riemann

面, δ=δ l―δ2を W上 の任意の因子,{Wnlf里 1を
Wの 標準近似としδn=δ l(n)一 δ2とおく。

但しδl(n)は δlの Wnへ の制限である。さら
に,

M(― δl):W上 の加法的有理型函数 fで

(l)(0ト
ーδl,(‖)Refは

~価 , G‖)dfは 半完全標準微分,

なるものの全体。

M(―δ)=lf∈M(―δl)1/:~価,(f)》
―δ}

W(~δ 2):W上 の半完全標準微分 dVで

(dV)》
―δ2 な るものの全体

w(δ)二{dv∈w(―δ2)|(dV)》δ}

W(δn)=ldV∈W(―δ2)|(dV)卜δn}

とおく。この とき

定理: HOmR(M(~δ l)/{M(― δ)+G},R)窒 lin W(― δ2)/W(δ n).

さらに lim(Dw(_δ 2)/W(δ n)=0 な らば
←

H OmR(M(~δ l)/1M(― δ)+Cl,R)笙 W(― δ2)/W(δ )が 成立する。

15。 山 本 博 夫 (東北 大理 ) On squCezing de forlnations

R i e m a n n t t  S上にhO m o t o p i c a l l y  i n d e p e n d e n tな N個の閉曲線 {αi}ム をと

り: I DiLと1を
互いに素なαiを含む tube domainと する。 1/t:1≦ t COO}を

S上 で

定義された擬等角写像の族で, S■里lDi上
では恒等写像 (1≦ t COO),ま た 疑 蟹2N(length

/t(αi))→0(t― )なるものとする。ここにlength αは, α
の双曲的な長さを表わす。

Sの この様な変形を Sの {α i}:し1に
関する squeezing defOrmatiOnと い う。

定理A.α,βを互いに素でないS上の測地線とする。Sのαに関するsqucezing defor―

mationを行えば,length/t(β)→∞ (t―OO).

定理B.Uを 単位円,「 を有限生成第 1種 fuchs群 , lαil!Llを
S=U/F上 の,omotO―

pically independentな 閉曲線, T(「 )をF中 心の TeiChmiiller空 間とするとき,

Sの {αi l上 1に関す
るsq u e e z i n g  d e  f O r m a t i o nを 行えば li m  t n =∞ なる l t nだ1 1
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の単調増加列で,(|)ψ tj→ 9o(Cu,p)∈ ∂T(

す点,(1)90の 表わすRiemann面 の合併集合はs

但し9tj∈Tc)は/tj(S)を表わ

αiと 位相同型,な るものが存在する。

助

Ｎ
理

1 6。 谷 口 雅 彦 (京大理)

つ二次微分について

閉Riemann面 上の閉じたTrtt ectOriesを も

閉 Riemann画 上のノルム有限な有理型二次微分全体のなす族をA2Dと し,そ の うちで閉じた

traj ectOriesを もつものの全体のなす部分族をCA2 Dと する。 K.Strebelに より

C A2Dの 持つ多 くの極値的性質が明らかにされたが,ま た strebelは , c A2 Dが ノルムに関
して, A2Dの 中で d9nseで あるとぃ う予想を立てた。 ここでは正則な周期再生微分の二乗が

C A2Dに 属することを用いて,問 題を正則一次微分の考察に帰着させることにより この予想に完

全な証明が与えられ ることを述べる。 この応用 として, Teichm u ller 空 間の二点間の極値

擬等角写像 (Teichmuller写 像 )の Bel trami係 数が, strebelの 定義したcont―

ractiOnを 用いて特徴付けることができることを示す。

17.斉 藤

type

郎 (芝浦工大)

doubles

〓
一

〇ｎ

The kerne l  funct rons o f  Szego

Compact bOrdered Riemann tt s上 の SChi ffer― Spencerの 意味での F―

Classの Bergman核 函数はScho ttkyで あることが知られている。ここでは任意の整数次

元の analytic differentialの Szegё 型核函数について同様の問題を考え, Sの 鏡像

Sで の挙動を考察してみた : ま ずF― classの 核函数を定義するために核函数の正値性に関す

る一般的な定理を与え,核 函数およびF― classの 核函数のSでの挙動が調べられ,応 用として

F― classの K― 核 とL―核の境界上の関係が確立され,そ れらのdual extremal pro―

pertyが 与えられる。関連する結果として測度に関するCauchy― Readの 定理の一般化が与

えられ,最後に核函数のある変数tによるdependenceに 言及する。一 pergmanの 場合と
の際立った相異は二重構造が四重構造になり, F― classの 場合二重構造が八重とな り, Kと L

の境界上の関係が境界成分ごとに分離すること,お よび一価性保存に対して多価性が生じてぃるこ

と等である。
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18。 功 (愛知工大教養) 相対掃散測度の濃淡性と任意の閉集合
ヘ

任意の閉集合への balayaged peasureの
構成は, Dirichlet問 題のみならず Hunt

核, DiriChlet空 間の理論にお
いても重要な役割を演ずる。 Rn(n≧

3)上 のα次の核 (0<

α<2)に 関し, Mo  R i e s Zは Kel v i n変 換
により, eq u i l i b r i u m  m e a S u r e  か

ら

balayaged measureを 構成した。KelVin変 換が使えな
い 10Cally compactな

HausdOr ff空 間上の核 G=G(χ ,7)に 関し,い
かなる付帯条件の下に,equilibrium

m e a s u r e (更 に
一般に r e l a t i V e l y  b a l a y a g e d  m e a s u r e )か

ら b a l a y a g e d

m  e a s u r eが 作れるか ?任 意の c O m p a C t上
で N― p o t e n t i a lの 増加列の極限と

なる連続

関数の全体を遡 (Dと し,台 がCOmpactな任意のμに対
し次のようなノ∈遡 (N)力,存在すると

きG=。 ( N )と 書 く : Vδ > 0に 対しGμ (α〕≦ δ ノ
(″) i n  C Fを みたす C O m p a c t Fが 存在

する。 また Fl⊂二F2な るcOmpact Fェ
′ヽα)(G,N)relatiVely balayaged measure ri

間に,常 にL≧ r2in F・が成り立
つとき,(G,N)間 にrelative balayage principle

with mass cOndensatiOnが 成り立つという。次の結果を報告す
る。 (G,N)間 にrelatiVe

balayage princ■ ple with mass COndensatiOn, transitiVe dominatiOn

principle,G= 。(N)が成り立ては Gは 任意
の閉集合上べ掃散可能である。

散

口
　
掃

樋
　
の

1 9。 伊 藤 正 之 (名大理 )

kernels

on the COnd■ tionally sub― median

功力先生は Euclid空 間における合成核を取 り扱
い, 原 点の外で劣調和であるという仮定を設

けて,そ のポテンシヤル論的性質を論じた。

原点の外で劣調和ということは,与 えられた Hunt核
に関して

〃
COnditiOnally Sub一

m e d i a n″ ということに拡張され, H u n t核 の d i V i S 1 0 nと 深
くかかわつていることがわ力>っ

て来た。こ でゝは合成核に限って, このかかわりに関す
る最終結果を報告する。尚, 2つ の合成核

Nl,N2に 対 して, Nlが N2の diViSOrで あるとは,あ るN3が 存在して, Nl*N3=N2

を満すことである。

(J 2つ の Hunttt Nl,N2に 対して, Nlが N2の diviSOrな
ら, N=N2/Nlは N2 に

関 して, COnditionally Sub― medianで あり,N=0(N2)で ある。

-10-



(21 NOをHunt務をNキ0を合成核とする。 Nが N01こ関してoonditiOnal■ y sub―median
で あ り,  N = 0 ( N O )で あれ ば,  Nは N Oの d i v i s O rで あ り, N O / Nは H u n t核 で あ る。

こ でゝ, N=o(NO)と は任意のN―ポテジシャルは無限遠におぃて,ぁるNO―ポテンシャル
以下であることでぁる。

20.水 田 義 弘 (広大理) ポテンシャルの無限遠点での挙動について

/∈Lp(Rn)のポテンシャル

Uf(χ)=∫lχ―″lα~n/(γ)dγ, χ∈Rn,
について lim Uf(χl,χ′)を考える。ここにα>o,p≧1,αp<n,(χl,χ′)∈Rl
X Rn~1=Rnと する。特に p=1の とき, 1/1は 有限な測度 としてもよい。 c.Fe fferman

( A n n e  l n d t e  F o u r i o r  2 4 ( 1 9 7 4 ) ,  p p。 1 5 9 - 1 6 4 )は  「ほとんど全てのχ′∈ Rn - 1

に対 し
1戎 乳

uf (χ "″ ) = o Jが 成立することを証明した (α = 1 , 1 < p < nの とき )が

この結果は次のように拡張される。

定理 1.次 の条件 (☆ )を 満たす 10}X Rn-1内 の集合 Eに 属さない (o,κ
′
)に 対して

χtt Uf鮨,r)=にけ)cαp(D=oゴp≦25 CαpTメD=0(0<Vε<α"
if p>2。 一般に, Cβ(E)(0<β <n)は Eのβ次の容量を表わす。定理1に関連して,

次の定理も成立する。次の定理にぉぃては, p=1の ときそのポテンシャルが意味をもつ(つまり
Ul到幸∞)ような測度であれをよい。
定理2.条 件(☆)を満たす単位球面上の集合Eに属さない○に対して Uf(γO)=o

藤 嘉 房 (名大医)ポ テンシャル作用素を生成作用素 とするクラス

の半群

Xを 局所凸点列完備な線形位相空間,(Gt)t≧ 。をその上のクラスcOの (生成作用素をA と

す る )半 群で
IP{縄

atGtχ
 dt=o(∀ χ∈X)を 満すものとする。このときそれに随伴する

一般化されたポテンシャル作用素 N(=― A~1)が存在する (吉田耕作, 1968)が , 同 時に ―Nを1llF]I「jttWi■uttll環習礎χ̈

ｍ
∞
ｈ
Ｐ

2 1。 伊

CO

― - 1 1 ‐ ―



によ_って定義 され, 一Aを ポテンシ
ヤル作用素として随伴する。

2 2。 二 宮 信 幸 (阪市大理 ) エ ネ
ルギー積分 について

一般核によるポテンシヤル

Kて P,μ )=∫ K(P , Q ) dμ (Q) ,  K (μ ,P) =∫ K(Q , P ) dμ (Q) ,

および相互エネルギ
ー積分

K(μ: ν)=∫dμ(P)∫K(P,Q)dソ̀Q)

を考える。ここに,K(P,Q)は 二点Pと Qの 連続関数で,正 ,P=Qで は+∞ でもよいが,

P+Qで は有限な関数,μ とνは台がコ
ムパクト集合の測度である。核Kに対称であることを仮定

しない。核 Kは ,符 号
一定 とは限らない任意のμについてK(μ ,μ )≧

0で あるとき,正 型とい

われる。

定理.核 Kが 正型であるということは,次 の性質が充さ
れるということと同値である。 「正の測  |

度μとνは台がコムパクト集合で,互 に共通点はな
いものとする。このとき, 2K(μ ,μ )≦   |

K(μ ,ν )+K(ν ,μ )な らば常に K(μ ,ν )+K(ν ,μ )≦
2K(ν ,ソ )で ある。」   |
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特 別  講 演

前 田 文 之 (広大理) 調 和空間における gradient測度の概念につぃて

1.一 般の場合

1-1。 (Ω ,χ ),κ =IH(ω )}ω:開 を Brelot公 理 1, 2,3を みたす調和空間で,Ω
は可算基をもち,κはprOportiOnality cOnditionを みたしてぃるものとする。ルを,
局所的に有界連続優調和函数の差で表わせるΩ上の連続函数全体の作る線形空間とし,Ξ =(f/h;

f, h∈力, h>o}とすると,τはalge braでぁる。
Ωの部分零域で正のポテンシャルをもつものの全体をPと する。今9≡ IGω (χ,7)}ω ∈pをGreen函 数の consistentな 系 とすると,各 f∈んに対し次の性質をもつ Ω 上の■ll度(一般

符号 )σfが
一意的に定まる :任意の相対コンパクトなω∈ pに おぃて,ぁ る選讐

∈H(ω )が あら

で,/(χ)=∫あGぁ(χ,7)dσf(7)+ur(χ)(χ∈ω).f,g∈τの相互gradient

]量1lg:∬]III:[lllttili°::菫裏tililfσT+gσ
fh~σFgh―fTh)・

δ〔fl f2,∂ =fl δ〔f2,∂+f2δ〔■,∂.

定響2.3,… , ■∈3,9∈ C2(Rk)ならば9(fl,… , fk)∈3で

Ψ δ●。£∂=1(絶。f)δは," f=(島,…,fk y
l-2.特 にΩ ⊆Rkの とき,座 標函数χi(■ =1,… , k)が γに属すならば C2(Ω )⊂ん と

な り, αij=δ αi,χj〕 とぉくと, てα ij)は 正半定値な不で,任 意の 3g∈ c2(Ω )に対し

② δ“b=具翌七α均  ‐
が成立つ。更に1∈んを仮定すると,ぁる測度βi,rが あって,任意のf∈C2(Ω)は次の方程式
をみたす :

?」j景路α均1吾犠βi tt fr_σf

2 .自 己共役の場合

2-1.g=I Gω(χ,7)}ω∈Pとして,各Gω(χ,7)が対称であるようにとれるとき,
- 1 3 -



(Ω,κ )は自己共役であるといい,こ
のような9に対しδ〔t∂  を

考える。 こ のとき, セ

ミノルムの系 {pK}X:コ ン クヾト
:pK(f)=δ f(K)1/2+,upKl flに

よるZの 完備化3が

c(Ω )の 部分空間 として定義 され, f,g∈
う に対し相互 gradiont測 度 δ〔£∂ が

定まり,

定理   ,メ 三8 対  て  成 立
つ。

定理2.` fi,。̈, fk∈π,9∈ Cl(Rk )ならば9(fl,・
・・, fk)∈` で(1)が成立つ。

2-2.特 に10⊂Rkのとき,χi∈D(i=1, ¨
°

δα.,χj〕
とおくと(αiJ)は正定値で,任事

のf,

を仮定すると,π=σlに対し,任意のf∈Cl(Ω)

岳畿 αゝ、)―fπ〒
―σf

,k)な らばCt(Ω)⊂σとなり, α iJ=

g∈Cl(Ω)に対し121が盛立つ。更に1∈ル

∩ルは次の方程式を
〃
弱い意味
″でみたす:

(o′  i為
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4 月  3 日

2 3。 今 井   昭 (九大理 )W e i e r s t r a s sの 予備定理 につぃ て

Ramis〔 1〕はノルム空間における収東巾級数に対するWeierstrassの 予備定理に言及し
ている。その証明には不備な個所があるがそこを上千に修正すると完全なものにすることができる。
その方法は有限次元でのWeierstrassの 証明,例 えばGrauert_Remmert〔 2〕等にでて
いる方法をノルム空間でもつかえるような形にやきなおすことによってなされる。

〔1〕  」.P.Ramis sOus―ensembles d′une vari6t6 banachique

c o m p l e x e ,  s p r i n g e r ( 1 9 7 0 ) .

〔2〕  H . G r a u e r t  u n d  R . R e m m e r t ,  A n a l y t i s c h e  s t e 1 1 0 n a l g e b r e n

( 1 9 7 1 ) .

Z .西 原   賢 (九大理 )B a n a C h空 間 にお け る Le v iの 問題 と

Bo c h n e F一 M a r t i nの 問題 につい て

L. G r u m a n _ c .  o o  K i e s e l m a nは s c h a u d e r  b a s eを もつBa n a c h  空 間におヽ てヽ

擬凸領域は正員J領域であることを示し, Leviの 問題を肯定的に解いた。Hervierは 同じく

Schauder baseを もっBanach空 間の被拡領域に対して, Leviの 問題を肯定的に解

いた。 ここではBO u n d e d  A p p r o x i m a t i O n  P r o p e r t yを もつBa n a c h空 間の1疑凸な

被拡領域が正則領域であることを, Hervierと は異なった方法で示し, さらに Bochner―

M a r t i nの 問題について論じる。証明には Ba n a c h空 間に対する A. P e l c z y n s k iの 最近の

結果を用いる。

2 5。 梶 原 壌 二 (九大理 )微 分方程式 の大域 的正則解 の存在 につい て

Wakabayashi〔 6〕は方程式∂u/∂z=fが 任意の正則関数 f(z,x)に 対して正則解

u(z,x)を もつためのCnの 領域がみたすべき条件が,zi―切 り口が単連結であるだけでは十分で
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ないことを示した。 Suzuki〔 5〕は必要
十分
冬
件を与えてこの問題を解いた。 Kaj ttWara一

Mori〔 j〕は
一般の線形方程式∂u/∂ Z+au=fに

ついて考察した。ここでは,可 分なHilb ert

空間値関数に対する助変数 xを も
つ線形微分方程式について,つ まり無限連

立微分方程式について,

同じ問題を論じる。

〔1〕 J . K a j  i w a r a ,  L e  p r■ , c i p e  d′
O k a  p O u r  C e r t a i n e S  e s p a C e ,  d e

d i m e n s i O n  i n F i n i e ,  C o  R . P a r i s ,  2 8 0 ( 2 8  aヤ
r i 1  1 9 7 5 ) ,  1 0 5 5 - 1 9 5 6 .

〔2〕 」.Kaj iWara, SolutionS h010morphes g10bales des equa、
10ns

d i f f e r e n t i e l l e s  l i n e a i r e s  a  V a l e u r s  d a n S  u n  e s p a c e  d e

H i l b e r t  e t  a  p a r a mё t r e  ё O m p l e X e ,  J a p .  」 。 M a t h . ( S O u s  p r e s s e ) .

t h e  e x■ S t e n c o  o f  g l o b a l  h 0 1 0 -
〔3〕 J.Kajilara and.Y.MOri,On

■o r p h i c  s O l u t■ O n s  O f  d i f f e r e n t■
a l  e q u a t■ O n s  w■ t h  C O m p l e x

p a r a m e t e r s ,  C z e c h o s 1 0 v a k  M a t h .  」
. P r a h a ,  2 4 ( 9 9 ) ( 1 9 7 4 ) ,  4 4 4 -

4 5 4 .

〔4〕 N.Ho Kuiper, The homotopy type of the unitary gro,p of

H i l b e r t  s p a C e s ,  T o p o 1 0 g y  3  ( 1 9 6 5 ) ,  1 9 -‐
3 0 .

〔5〕H . S u Z u k i ,  O n  t h e  g 1 0 b a l  e x i s t e n c e  o f  h 0 1 0■
O r p h i c  S O l u t i o n S

O f  t h e  e q u a t i O n  ∂ u /∂ x l = f ,  S C i e  R e p o  T o k y o  K y o i k u  D a■ g a k u ,  1 1

( 1 9 7 2 ) ,  1 8 1 - 2 5 8 .

〔6〕 I . W a k a b a y a s h i ,  N o n― e x i S t e n c e  o f  h o 1 0 m o r p h i c  S O l u t i o n s

o f∂ u /∂ Z l = f ,  P F O C e  J a p o  A C a d。 ,  4 4 ( 1 9 6 8 ) , 8 2 0 - 8 2 2。

2 6。 梅 野 高 司 (九州産大教養 )正 値
ベ ク トルバ ン ドル につい て

解析空間X上 の正値ベクトルバンドルに関する幾
つかの性質を考察する。Eを X上 の解析的

ベク

トルバンドル, hを Eの フアイバ
ーメトリックとする。各 (χ, ξ)∈ Eに 対し, 9(χ , ξ)=

ttt h(χ
)ξ とおけば,9は E上のCだ

L関 数である。Eが正値とは,双 対
バンドルE*の メトリ

ックh*に 関するφ
*が
, E*-10-SectiOn}上 で強多重劣調和関数になることと,る

。この

とき,次 の命題が成立する。

命題 1. Eが 正値なら, det Eは 正値。また, Xが ,多
重劣調和関数ψに関する33-完 備空

間のときは,次 の命題が成立する。
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命題2. 任意の実数Cと, x上の任意の解析的連接層夕に対し,整数μ0
ら,H7(xc,σ(E(μら⑤′っ=0。ここで,xc=(χ∈xlψ(χ)<c
次対称積。  ♂ 32′

アニ′7

があって,μ ≧μOな

}, E(μ)はEのμ

27.渡 辺   清 (九大理)擬 凸多様体におけるCOusin領 域 について

Cartan, Behnke― steinに 依る 「c2の Cousin― I領 域は正則領域である」とぃう
定理の様々な拡張が試みられてぃる。ここでは,前 回の代数曲面の場合の更なる一般化として次の

定理を示す。

ェ理 xを あるPm(C)に locally c10sedに embedさ れ得る2次元擬凸多様体とする。
このとき, Xの領域Dが Hl(D,σ

ホ
)=0を 満す為の必要十分条件は, Dが stein多 様体で

H2(D,Z)=o を 満すことである。ここに,擬 凸とは completeな 多重劣調和函数が存在す

るというLelong擬 凸の事とし,σ
*は
c*に 値を持つ正則写像の芽の層を表わし,Zは 有理整

数全体からなる層を表わす。

この定理の系として, Xが 2次元のそれぞれ次の場合にも同様のことが成立する事が判る:

Stein多 様体,代 数曲面,強 1擬凸でpositive lile bundleを もつ多様体,compact

Riemann面 とopen Riemann面 の直積多様体 et。 .証 明は, 武 内氏に依る擬凸領域の特

徴付けを利用してなされる。

2 8 .渡 辺   力 (金沢大教養 )

degree に ついて

C2 i '  b C2 ̂ , .O polynomral_ nap o)

C=(P, Q)を C2からC2へのpOlynomial mapとする。P,Qのχに関する次数を
各 n々,k(n≧ k)とする。Q(χ,7)一 t=oのχに関する根をχ!(γ,t), ・・・,κko,t)

とし
,7(t)理 ≒ 券 寺 鋳 #評

型 型 生 とお仁 Frittanによって

この
0(t)の

tに関する次数の評価式が与えられたが,そ の計算を少し注意してながめれば次の定

理を得る。

定理  亜が a u t O m o r p h i s mな らば n≡ o ( m o d  k )

- 1 7 -
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ほど前にMagnusが このことを証明し
ている )

又よく知 られたことであるが,上 記
こが autOmophi,mな

あるということが上の定理か ら簡単に得 られる。

b  i - - r  6  P o l Y n o n i a r  m a p  - e

2 9。 若 林   功 (都立 大理 )P 2 _ { c u r V e s〕 の au t O■10 r p h i s n  g r O u p

1)P2_{有 限個の直線}の ho10morphiC automOrphiSm group に
ついて ,定

理 .各 直線が他め直線と三点以上で交わってい
るならば,上 記の群は有限群になる。又, この定理

は 2次元複素多様体から有限個の曲線を除いた空間
についてもある意味で拡張される。 2)C2の

多項式タイプの automorphism groupは ,χ `=κ, 7′=γ +PC)(P:多 項式)タ イプ

の autOmorphismと 線型変換で生成されるという定理の
一 証明を不定点での b10Wing up

の図式を決定することによって与える。 3)P2_{2次 曲線 l,P2.IcuSpを 持つ3次曲線 〕

の al g e b r a i c  a u t o m o r p h i s m  g r o u p  の 生成元を決定することができる。又, C 2の

多項式タイプの at t o m o r p h i s mに よる任意
の直線の像をCとするとP2 _ cの al g e b r a i c

automorphism grOupの 形が分る。 (こ こで algebraicの 意味はP2の birational

t r a n s  f o r mの 制限となっているということをさす )。 これ ら
の決定 もbl o W i n g  u pの 図式

を決定することによって行 うことができる。

30.加 藤 昌 英 (立教大理)

定理

2次 元強擬凸多様体上の Riemann二 Roch型

2次 元強擬凸多様体をUと し,そ の極大
コンパク ト解析的部分集合をAと する。 U内 のコン

パク

ト既約曲線の全体でZ上 生成 される自由加群をのとする。U上
の任意の line bundle Fに 対

しその Euler― Poincar6指 標をχ (U,F)=dim「 (U一 A,σ (F))/F(U,σ (F))一

T(_1メ dim Hq(U,σ (F))に よって定義する。このとき次が成立する
:「 Theorem l.

7 ( U , F +〔 D ) =χ ( U , F ) = = ( K・ D  t t  D 2 ) _ F・D .た だし Fは
U上 の任意の l i n e

bundle,〔 D3は D∈め によって定義されるU上 の line bundleで
ある」.式中の

〃
交点数
″

は, Aの 交点行列によってしかるがく定義する。 「COrollary l.χ (U,〔 D〕)==(K・ D

― D2)+dim Hl(U,0)」 .特 にUが 第 1種 例外曲線を含まないとき
minimalと 言 う。 Aの

-18-



各連結成分の交点行列の行列式の正の最小公倍数を mOと する。 Uが minimalで ,Fが めのある
元に
″
,umeriCally equivalent″ な U上 の line bundleな らは 次が成立する :

「TleOrem 2.=(KOFTF2)+maX{o,pa-1}≦
ル(V,F)≦

=(K・ F― F2)_mo K2」
ここで palまUの 算術種数 (ct wagreich:Amer. J. Math. 92, 419-454(1970)λ

(注 :u上 の任意の line bundle Fに 対して, mO Fはめのある元に numerically
equivalent。 )以上を用いて, 2次 元孤立特異点のある種の不変量が計算出来,そ れは,
Knё llerの 結果 (Math.Anne 206,205-213(1970))の 精密化になってぃる。3次元
以上の場合の公式につぃても言及したぃ。

酒 i井 :文 J縦 (薦5,昭メこ史理l) Defect relat■ ons For equidimen―

s■onal h010mOrphic maps

31

Wを n次 元複素射影代数多様体 とし, B cRD

写像 とする。Dを w上 の因子とする。この時,

d e F e c t  r e l a t i o n 4´ 得る。

を半径 Rの n次 元球 とする。 f:B〔 m→ wを 正則

κ(Kw+D,W)=nな る仮定のもとで,次 の

/― レがヽ_仏 /ハ
     ィ

狗 +陶 o運 1時 Y[洲 霧
2〕+猟 Ъ)+も

―    k a

N(Lr)=訴与DttL)キ'

陽ウT(Rr)=fl毛[}∧ψ
ttbキ,ω∈Q(o光 ～子a

Nl(r)=41(Jfttlでも)」÷,ffはfのヤ:

δ(D)=1-1理
翠 〔N(D;r)/T(D,r)〕,

ri(D)=lllttf〔N!(r)/T(D,r)〕,「.  ♪ 」
″

百
~卜
矛″
~つヤ~|~烙~T:/ 5f沢] ノ

うに定義され

D=2子

5(クノ毛L演′育磁リー4ご̀ んゥ午“ヮ |



X"■中 ばC ttbg嵩∂→R

また, S(D)は Dの 特異点に依存す
る量。

32。安 達 謙 三 (茨城大理)強 擬凸領域内
の解析的部分集合上の有界正則函

数の接続について

G:M.Henkin(1972)!ま Ch内 め強擬凸領域の
一般の位置にある解析的部分多様体上の有  |

界正則函数は全空間あ有界正則函数に拡張され
ることを証明した。

一方 E.Lo S tOut(1975)

は強擬凸領域内の十分に制限された特異点を持
つ主解析的集合の近傍で正則な函数に対して,積 分

公式を作った。この積分公式 と, Henkinの 証
明法を利用すると,上 記主解析的集合上9有 界

正

lEli璽1:1:『
正則函数
こIffilit∫'I:msI'IeliオιJ「弓leliγフ累う

奮 鈴 木 正 昭 割 本文馴 岬 双曲型多様体

蹴

て
しレ ι

梶
t ｀
レこ7)フ。‐レ～り

D . A . P e l l e s ( A m e r i c a n」 。Of m a t h。 97)が 導入した複素多様体
上のintr i n s l c   l

なVOlum6 formを使つて強測度双曲型多様体は「Landau―
SChOttky Propertyをぅ  |

たすことを示す。

M;n次 元複素多様体 (連結, σ
―コンパクト)

Br={z∈Cnl‖z ll<rl,Bl=B

Hol(B,M)={正 則写像 f:B→ Mの 全体 }  C・ 0位 相を入
れておく

M上 の点 Pの まわりでの局所座標 Wl,¨
。, Wn

kw(P)=inflldet」燕0)「
2;f∈Hol(B,M),f(0)=pl

ここで J」 (0).IWl'"° ,Wnと Bで の座標
Zl,・・・, Znに かんす る fの JaCObian行 列

ηf(p)=kw(P)dΦwとおく

P r o p o s i t i O n e  Mを 強■l l度双曲型 とする。
χo∈Mを 固定する。このとき正則写像

/:BR~~M 六 °)=χ0
1

に対して  R?n≦
ldet if(0)12 kw(χO)
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特 別 講 演

難 波   誠 (東北 大理 )Hol ( X , Y )に つ い て

X,Yを 連結コンパクト複素多様体とする時, Xか らYへ の正員J写像全体 Hol(x,Y)は ,

D o u a d y〔 1〕によって, cO m p a c t― Ope n位 相の もとで,(re d u c e d ,  H a u s d o r f f )

c o m p l e x  s p a c cと なってぃる。

ここでの我々の目的は, Hol(x,Y)と 言 う空間の構造につぃて成立するい くっかの命題 (c.
f,〔 4〕)を述べ:そ れ らを基礎 として,具 体的なX, Yに 対しHol(X,Y)の 構造を, くゎしく

調べる事にある。

面白ぃ例として,

X = c o m p a c t  R i e m a n n  s u r f a c e  o f  g e n u s  g≧
1  2  ,

Y=Pl(複 素射影直線 )

と言 う場合を考えてみると,

H  O l ( X , P i ) = C o n s t  u  s 2 ( X , P ! ) U  s 3 ( X , P i ) U¨ 。

となっている。ここにC o n s tは 定数写像全体で l P :とb i h o 1 0 m o r p h i c。 また, s n ( X , P l )

は, X上 の位数 nの m e r o m O r p h i c  f u n c t i o n s全 体で,  H o l ( x  P l )の 中で o p e nか つ

C 1 0 S e dに なってぃる。 (ただし,  nに よっては e m p t yか も知れない。)

さらに次のようなことがゎかる。

(1 ) S n ( X , P i )三 ≠e m p t y ,  f O r  n≧ g + 1 , :

121 Sn(x,Pl), n≧
g,は 非特異で次元は 2n+1-g,

(O Sn(X,Pl), n≧ 2g-1,は 連結,

(0 (Co f.,〔 3〕)g=4と すると,一 般の Xに 対して, s3(X,Pl)は 2個 の連結成分に

分れ,そ れぞれAut(Pl)と biholomorphic,

(5)(c。 ■,〔2〕)xを hyperellipticと するとき

(5-1)nが 偶数≦gな らば, sn(X,Pl)は 連結非特異で次元がn+1,

(5-2)nが 奇数≦gな らば, sn(X,P:)は emptyで ぁる。

R e f e r e n c e s

(  1 )  A .  D o u a d y ,  L e  p r o b l d m e  d e s  n o d u l - e s  p o u r  r _ e s  s o u s - e s p a c e s
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a n a l y t r - q u e s  c o n p a c t s  d ' u n  e s p a c e  a n a l y t r q u e  d o n n 6 '  A n n '

I n s t .  F o u r l e r ,  G r e n o b l e  1 6 '  1  (  1 9 6 6  ) '  1 - 9 5 '

( 2 )  T .  M e r s ,  D r - e  n r n l n a l e  B l a t t e r z a h l  d e r  K o n k r e r t r s l e r u n g

e i n e r  k o u r p a k t e n  R i e n a n n s c h e n  F I d ' c h e '  s c h r r f t e n  M a t h '

I n s t .  M i i n s t e r  (  1 9 6 0  ) .

( 3 )  D . M u n f o r d ,  c u r v e s  a n d  T h e r r  J a c o b i a n s ,  T h e  u n i v e r s r t y

o f  M i c h i g a n  P r e s s ,  (  1 9 7 5  ) '

( 4 )  M .  N a n b a ,  o n  n o d u l i  o f  o p e n  h o l o n o r p h r c  n a p s  o f  c o n p a c t

c o n p I e x n a n l f o l d s , P r o c . J a p a n A c a d . 5 0 ( | 9 7 4 ) , 8 0 0 - 8 0 1 .
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